
　

市
は
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
令
和

５
年
４
月
の
診
療
分
か
ら
子
ど
も
医

療
費
助
成
制
度
の
対
象
年
齢
を
18
歳

に
達
す
る
日
以
降
、
最
初
の
３
月
31

日
ま
で(

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
は
18

歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
）
引
き
上

げ
ま
す
。
市
議
会
12
月
定
例
会
で

は
、
こ
の
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
審
議
し
ま
し
た
。

　

　

現
在
は
15
歳
ま
で
に

な
っ
て
い
る
医
療
費
助

成
制
度
が
、
今
回
の
改
正
で
18
歳
に

ま
で
拡
大
さ
れ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
物

価
高
に
苦
し
ん
で
い
る
方
々
が
多
い

中
、
非
常
に
良
い
こ
と
。
こ
の
助
成

の
拡
大
に
伴
っ
て
対
象
と
な
る
人
数

と
、
財
源
は
い
く
ら
か
。

　

　

対
象
者
は

約
１
５
０
０

人
だ
が
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費

助
成
な
ど
の
他
の
公
費
制
度
の
受
給

者
が
２
０
０
人
程
度
お
ら
れ
る
の

で
、
拡
大
対
象
の
受
給
対
象
数
と
し

て
は
１
３
０
０
人
と
見
込
ん
で
い

る
。

　

拡
大
に
伴
う
扶
助
費
は
２
０
０
０

万
円
と
経
費
と
し
て
２
０
０
万
円
の

計
２
２
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
お

り
、
す
べ
て
一
般
財
源

で
対
応
し
た
い
。

　

　

こ
の
財

源
に
つ
い

て
は
、
県
と
協
議
を
行

い
、
他
の
医
療
費
制
度

と
同
じ
よ
う
に
２
分
の

１
の
補
助
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
努
め
て
も
ら

い
た
い
。

　

現
在
の
制
度
は
、
医

療
機
関
ご
と
に
保
護
者

の
負
担
金
が
月
１
０
０

０
円
、
入
院
に
つ
い
て

は
月
５
０
０
円
（
14
日

未
満
）
が
月
１
０
０
０

円
（
14
日
以
上
）
に
な

っ
て
い
る
が
、
一
部
負

担
金
の
支
払
い
（
自
動

償
還
払
い
）
を
行
い
、

後
日
、
口
座
に
返
金
さ

れ
る
形
。

　

窓
口
で
の
一
部
負
担

金
を
な
く
す
「
現
物
給

付
」
や
さ
ら
に
「
無
償

化
」
は
で
き
な
い
か
。

こ
の
場
合
に
必
要
と
な

る
事
業
費
は
い
く
ら
に

な
る
と
試
算
し
て
い
る

か
、
市
長
に
聞
き
た
い
。

　

医
療
費
の
一
部
負
担
金

を
な
く
し
て
無
償
化
す
る

と
約
４
１
０
０
万
円
か
ら
４
３
０
０

万
円
の
追
加
が
必
要
に
な
る
と
見
込

ま
れ
る
。
財
政
的
課
題
も
あ
り
、
現

在
は
無
償
化
の
実
施
は
難
し
い
と
思

っ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
議
員
お
述
べ
の
と

お
り
、
医
療
費
の
窓
口
負
担
を
解
消

さ
せ
た
い
と
考
え
て
お
り
、
小
中
学

生
は
令
和
６
年
８
月
か
ら
「
自
動
償

還
払
い
」
で
は
な
く
「
現
物
給
付
」

を
実
現
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。

　

　

こ
の
物
価
高
や
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
子
育
て
世

帯
の
家
庭
は
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

ぜ
ひ
一
部
負
担
金
を
な
く
せ
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
進
め
て
も
ら
い
た

い
。
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https://tsuchiyayasuoki.com 将
来
的
に
は
、
保
護
者
の
一
部
負
担
金
削
減
を

現
物
給
付
や
無
償
化 

要
望

子ども医療費助成　
桜
井
市
議
会
の
土
家
靖
起
は
、
市
議
会
12
月
定
例
会
の
議
案
審
議

の
中
、
市
が
子
ど
も
の
医
療
費
を
助
成
す
る
対
象
を
18
歳
ま
で
拡
大

す
る
こ
と
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
、
保
護
者
が
医
療
機
関
の
窓
口
で

医
療
費
の
一
部
を
負
担
す
る
こ
と
が
な
い
「
現
物
給
付
」
や
将
来
的

に
「
医
療
費
の
完
全
無
償
化
」
へ
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
強
く
求

め
ま
し
た
。市
議
会
で
の
活
動
や
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
的
に
開
催

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
私
の
市
政
報
告
会
に
つ
い
て
皆
様
に
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

土
家

土
家

市
民
生
活
部
長

市
長

土
家

桜井市子ども医療費助成制度の対象と一部負担金

●保護者の一部負担金

●対象

医療機関 医療報酬明細書ごとに……… 月1,000円
　　　　　　　 　（14日未満の入院は 月500円)

令和５年４月の診療分から対象年齢を18歳に引き上げ
(４月１日生まれの人は18歳の誕生日の前日まで）



【
財
政
状
況
の
報
告
】

　

桜
井
市
の
財
政
状
況
は
令
和
３
年
度
の

決
算
で
11
億
１
９
０
０
万
円
の
黒
字
と
な

り
、
こ
れ
は
久
し
ぶ
り
の
大
き
な
黒
字
で

す
。
平
成
19
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
は
赤

字
で
し
た
が
、
そ
の
後
は
黒
字
決
算
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

黒
字
の
要
因
は
、
行
財
政
改
革
の
効
果

や
、
コ
ロ
ナ
対
策
、
物
価
高
騰
対
策
と
し
て

国
か
ら
交
付
さ
れ
た
臨
時
交
付
金
な
ど
令

和
２
年
度
か
ら
計
17
億
３
５
０
０
万
円
が

交
付
さ
れ
た
こ
と
が
大
き
く
、
市
で
は
、
こ

の
財
源
を
活
用
し
て
感
染
予
防
や
地
域
経

済
対
策
と
し
て
１
７
８
の
事
業
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
▼
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の
ク
ー

ポ
ン
券
発
行
▼
桜
井
サ
ポ
ー
ト
商
品
券
の

発
行
▼
学
校
や
保
育
所
の
ト
イ
レ
の
洋
式

化
▼
水
道
料
金
の
減
免
▼
給
食
費
の
保
護

者
負
担
の
軽
減
▼
学
校
に
お
け
る
１
人
１

台
の
パ
ソ
コ
ン
導
入
▼
避
難
所
の
環
境
整

備―

な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

桜
井
市
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
額
は
、
平

成
28
年
度
ま
で
は
年
間
５
０
０
万
円
ほ
ど

で
し
た
が
、
令
和
３
年
度
は
２
億
２
０
０

０
万
円
に
上
り
、
経
費
を
差
し
引
い
た
約

半
分
の
１
億
１
０
０
０
万
円
が
市
の
貴
重

な
財
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
市
内
事

業
者
の
８
８
０
０
種
の
返
礼
品
が
全
国
に

発
送
さ
れ
て
お
り
、
市
内
に
約
６
６
０
０

万
円
の
経
済
効
果
と
し
て
波
及
し
て
い
ま

す
。

【
コ
ロ
ナ
禍
の
物
価
高
対
策
】

　

急
激
な
物
価
の
高
騰
や
新
型
コ
ロ
ナ
の

感
染
拡
大
で
、
市
民
生
活
に
は
大
き
な
影

響
が
出
て
い
ま
す
。
私
は
市
議
会
の
活
動

の
中
、
市
長
に
対
し
「
全
て
の
市
民
に
公

平
・
公
正
な
支
援
を
目
に
見
え
る
形
で
」

と
求
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
要
望
の
結
果
、「
さ
く
ら
い
応
援
ク

ー
ポ
ン
券
」は
、
当
初
１
５
０
０
円
か
ら
３

０
０
０
円
に
倍
増
。
学
校
給
食
費
の
免
除

は
当
初
１
カ
月
分
で
し
た
が
６
カ
月
分

に
、
ま
た
子
育
て
世
帯
に
対
し
て
は
、
10
万

円
も
し
く
は
５
万
円
の
給
付
を
行
う
こ
と

な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
市
民
の
生
活
を
第
一
に
、
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　【
学
校
再
編
】

　

少
子
化
が
進
み
、
学
級
数
が
基
準
に
満

た
な
い
小
規
模
校
が
多
く
存
在
す
る
状
況

は
今
後
も
続
く
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

桜
井
市
で
は
、
ま
ず
桜
井
東
中
学
校
の
学

校
再
編
が
行
わ
れ
ま
す
。ま
た
中
期
、
後
期

と
し
て
大
三
輪
中
学
校
、
桜
井
中
学
校
の

見
直
し
も
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

桜
井
東
中
学
校
の
見
直
し
で
は
、
小
中

一
貫
教
育
の
導
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
」
の
解
消
を
は
じ
め
、
義

務
教
育
９
年
間
を
見
直
し
た
教
育
課
程
を

編
成
し
、
令
和
12
年
度
の
開
校
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

【
大
福
駅
周
辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
】

　

桜
井
市
は
現
在
、
奈
良
県
と
連
携
協
定

を
結
び
、
五
つ
の
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
大
福

駅
周
辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
で
す
。
高
齢

者
や
子
育
て
世
帯
な
ど
、
多
世
代
居
住
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、
県
営
住
宅

の
第
１
期
工
区
（
89
戸
）
が
完
成
。入
居
者

の
移
転
が
完
了
し
ま
し
た
。現
在
、
第
２
期

工
区
の
設
計
が
進
ん
で
お
り
、
令
和
６
年

度
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
県
営
住
宅
の
建
て
替
え
で
新
た
に

生
ま
れ
る
余
剰
地
（
約
６
５
０
０
平
方
㍍
）

に
は
、
３
０
０
人
規
模
の
認
定
子
ど
も
園

と
高
齢
者
支
援
施
設
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。

【
市
民
会
館
・
中
央
公
民
館
】

　

昭
和
56
年
に
完
成
し
た
桜
井
市
の
芸

術
・
文
化
の
殿
堂
拠
点
と
し
て
市
民
に
愛

さ
れ
て
き
た
市
民
会
館
は
、
大
規
模
地
震

で
倒
壊
す
る
可
能
性
が
高
い
診
断
結
果
が

出
さ
れ
、
令
和
３
年
４
月
か
ら
や
む
な
く

一
時
休
館
に
な
っ
て
い
ま
す
。
中
央
公
民

館
は
地
震
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
順
守
を
条

件
に
開
館
が
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
会
館
に
あ
っ
た
世
界
最
高
峰
と
言

わ
れ
る
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
社
の
ピ
ア
ノ
は

県
の
「
な
ら
歴
史
芸
術
文
化
村
」
に
貸
し
出

さ
れ
る
な
ど
、
私
は
市
の
芸
術
・
文
化
の
殿

堂
の
復
活
や
再
開
を
目
指
し
、
建
て
替
え

を
含
め
て
市
に
提
案
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
▼
新
庁
舎
完
成
▼
ご
み
処
理

施
設
▼
認
定
子
ど
も
園
▼
県
域
水
道
一
体

化―

な
ど
に
つ
い
て
ご
説
明
、
ご
報
告
を

い
た
し
ま
し
た
。

　

市
政
報
告
の
当
日
は
、
県
立
医
科
大
の

元
教
授
で
岡
本
内
科
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
岡
本
新
悟
院
長
に
若
さ
と
健
康
を
保
つ

講
演
を
い
た
だ
き
、
ド
ク
タ
ー
の
視
点
か

ら
「
興
味
の
あ
る
こ
と
は
何
で
も
ト
ラ
イ

し
て
脳
を
刺
激
す
る
こ
と
」や
、
１
０
５
歳

ま
で
医
師
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
故
・
日
野

原
重
明
先
生
が
ま
と
め
た
語
録
を
紹
介
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
市
民
の
方
々
に
開
か
れ
た
議
会
へ
と
取
り
組
む
一
環
と
し
て
桜
井
市

議
会
の
土
家
靖
起
は
昨
年
11
月
、幸
玉
会
館
で
市
政
報
告
会
を
開
催
し
、

市
民
１
７
０
人
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。物
価
の
高
騰
や
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
を
受
け
た
市
民
生
活
の
支
援
策
や
市
の
財

政
状
況
、学
校
の
再
編
な
ど
に
つ
い
て
40
分
間
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。ま
た
皆
様
か
ら
要
請
を
賜
り
、４
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
桜

井
市
議
会
議
員
選
挙
へ
の
立
候
補
を
表
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
政
報
告
会
に
170
人

皆
様
か
ら
の
要
請
で
立
候
補
表
明

幸玉会館で開催し、市民約170人が参加した市政報告会

市政報告会の参加者らから、多くの支援と出馬打診の言葉が

物価の高騰や新型コロナウイル
スの感染拡大を受けた市民生活
の支援策や市の財政状況、学校
の再編などについて説明

４
月
の
市
議
選

岡
本
内
科
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
岡
本
院
長
が
若
さ
と
健
康
を

保
つ
講
演
を
行
っ
た
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主な経歴

桜井市市長公室長
平成15年桜井市議選初当選
平成19年桜井市議選２選
平成23年桜井市議選３選
平成24年桜井市議会議長
平成27年桜井市議選４選
平成31年桜井市議選５選

つちや靖起
現職

桜井市議会議員
桜井市ソフトボール協会顧問
戒重区顧問
桜井西地区社会福祉協議会会長
ＮＰＯ法人ひかりの森理事
奈良県市町村職員年金者連盟桜井支部長

市政に対する要望・ご意見・ご提言をお寄せ下さい。

https://tsuchiyayasuoki.com

633-0064 桜井市戒重57 電話・FAX 0744・43・9288

　市民の皆様には、日頃から土家の議会活動
に対し、格別のご支援とご理解を賜り、厚く御
礼申し上げます。昨年11月に開催させていただ
きました土家靖起市政報告会には、ご多忙の
ところ多くの市民の方々にお越しいただき、心
より御礼申し上げます。
　報告会で土家が申しました通り、これまで急
激な物価高騰や新型コロナの感染拡大での、
全ての市民への公平・公正な支援や、芸術・文
化の殿堂拠点の復活、再開など、市民の生活を
第一に考え、市に対し要望、提案をしてまいり
ました。また、12月議会では、対象年齢が拡大
する子ども医療費助成について、保護者が医
療費の一部を負担する「現物給付」や「無償化
」を求めました。
　土家はこのたび、皆様の要請を受け、４月に
予定されている桜井市議会選挙への出馬を決
意いたしました。今後とも、皆様のご指導、ご鞭
撻を賜りますよう、お願い申し上げます。
　　　（土家靖起後援会会長・勾田義浩）

市民の生活を第一に

桜井市議選に出馬決意


